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お亥の子さんガ復活
長浜の29区地区

十
一
月
十
七
日
、
長
浜
の
二
十
九
区

(
高
橋
亮
区
長
)
地
区
で
、
久
し
く
途

絶
え
て
い
た
「
お
亥
の
子
さ
ん
」
が
復

活
し
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
の
「
お
亥
の
子
さ
ん
」
も
、
少
子

化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
現
在
続
け
ら
れ

て
い
る
の
は
町
内
で
も
数
カ
所
。
「
伝

統
行
事
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
子

ど
も
た
ち
に
心
ふ
れ
あ
う
何
か
を
残
し

て
や
ろ
う
と
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
っ
て
思
い
つ
き
ま
し
た
。
」
と
は
、

今
回
の
世
話
人
代
表
の
船
津
治
さ
ん
。

午
後
六
時
、
船
津
さ
ん
宅
前
に
は
区

内
の
十
三
人
の
子
ど
も
た
ち
が
集
合
。

地
区
内
約
四
十
軒
の
軒
先
で
、
石
に
縛

ら
れ
た
十
二
本
の
縄
を
要
領
よ
く
引
き

合
い
亥
の
子
歌
に
合
わ
せ
て
突
く
こ
と

約
一
時
間
半
。
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全

な
ど
を
祈
願
し
た
子
ど
も
た
ち
の
歌
声

は
、
冷
た
い
聞
を
う
ち
消
す
か
の
よ
う

に
遠
く
ま
で
響
い
て
い
ま
し
た
。
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管内同和教育研究協議会一一一一

十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日
間
、
長
浜
中
学

校
を
は
じ
め
町
内
六
カ
所
の
小
中
学
校
・
保
育
所
等

を
会
場
に
、
平
成
九
年
度
八
幡
浜
管
内
同
和
教
育
研

究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
各
市
町
村
か
ら
教
育
、

行
政
、
各
種
団
体
の
関
係
者
ら
約
四
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
て
の
県
民
が
同
和
問
題
の
解
決
を
地

域
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
同
和
教

育
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
愛
媛
県
な
ど
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
長
浜
町
を
開
催
地
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

一
州
剛
一
午
前
中
、
愛
媛
県
教
育
委

伺
一
員
会
の
米
田
孝
弘
同
和
教
育

「
明
刊
」
課
長
に
よ
る
講
話
に
続
き
、

長
浜
中
学
校
生
徒
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や

櫛
生
小
学
校
児
童
に
よ
る
人
権
啓
発
劇
、

長
浜
町
同
和
教
育
協
議
会
の
清
水
禎
子

さ
ん
(
白
滝
)
に
よ
る
「
今
日
あ
る
い

の
ち
か
ら
思
う
こ
と
」
と
題
し
た
主
張

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
啓
発
活
動
」
と

「
学
習
活
動
」
の
二
つ
の
分
科
会
に
別

愛媛県米国同和教育課長
による講話

れ
、
各
市
町
村
代
表
者
に
よ
る
問
題
提

起
に
基
づ
き
、
熱
心
に
研
究
協
議
が
行

「差別の現実から

学ぶことが、基本で

あり、同和問題に

ついて無知・無関

心は差別の源であ

る。真の解放とは、

差別している人カず

人間らしい生き方

に角淳方立されること

である。J 長浜中学校生徒によるコーラス

わ
れ
ま
し
た
。

一
刷
州
一
午
前
中
は
、
白
滝
保
育
所
、

一
伺
一
長
浜
小
学
校
、
長
浜
中
学
校
、

「
日
刊
」
長
浜
高
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
公

開
保
育
、
公
開
授
業
が
行
わ
れ
た
後
、

そ
れ
ら
を
基
に
し
た
各
教
育
部
会
別
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
も
、
午
前
中
に
引
き
続
き

各
部
会
別
に
問
題
提
起
が
行
わ
れ
、
意

見
交
換
や
同
和
問
題
解
決
の
課
題
、
同

和
教
育
推
進
の
具
体
策
に
つ
い
て
の
研

究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
科
会
や
部
会
で
の
協
議
内
容
や
、

交
換
さ
れ
た
意
見
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
自
分
を
変
え
行
動
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
。
自
分
が
勉
強
せ
ず
論
弁
を
言
っ

て
も
通
用
し
な
い
。
差
別
さ
れ
る
側
に

立
っ
た
学
習
を
。
」

櫛生小学校児童による人権啓発劇

「
少
子
化
が
進
む
中
、
子
供
会
活
動
の

見
直
し
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
根
深

い
差
別
意
識
を
払
拭
し
、
人
権
尊
重
を

基
盤
に
し
た
地
域
ぞ
つ
く
り
が
大
切
で
あ

る。」部
会
別
研
境
協
議
の
概
要

O
就
学
前
教
育
部
会

「
子
ど
も
の
心
を
見
極
め
、
一
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
援
助
を
。
職
員
研
修
を
積

み
、
人
権
感
覚
を
磨
き
保
育
に
あ
た
り
、

子
ど
も
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し

弘

白滝保育所での公開保育 主張発表を行われる清水さん

「ご自身の生い立

ちゃイ本臣会をi盈して、

命の大切さと差別

のない明るい社会

の実現について述

べられました。」

て
い
き
た
い
。
」

。
小
学
校
教
育
部
会

「
い
じ
め
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

存
在
感
が
感
じ
ら
れ
喜
び
あ
ふ
れ
る
学

校
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
原
動
力
と

な
る
の
が
同
和
教
育
で
あ
る
。
私
た
ち

教
師
自
身
が
、
ど
の
よ
う
な
同
和
教
育

観
を
持
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
」

。
中
学
校
教
育
部
会

「
意
識
の
面
で
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て

い
な
い
か
。
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
差
別
に
立
ち
向
か
い

戦
っ
て
い
る
か
、
鋭
い
人
権
感
覚
を
持
っ

て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
」

O
高
等
学
校
教
育
部
会

「
独
自
に
、
身
元
調
査
お
断
り
ス
テ
ッ

カ
ー
の
作
成
・
配
布
を
し
て
い
る
高
校

も
あ
る
。
就
職
試
験
面
接
時
の
、
差
別

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
十
四
項
目

に
つ
い
て
の
質
問
は
減
つ
て
は
き
て
い

る
が
、
ま
だ
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
」
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ごみ問題

「

叫

}

理
の

有
料
化
」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
回
に
、
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
、
一
般

廃
棄
物
の
処
理
は
市
町
村
が
行
う
こ
と
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

長
浜
町
内
で
発
生
す
る
ご
み
の
内
、
事
業
活

動
に
伴
っ
て
発
生
し
た
以
外
の
ご
み
は
長
浜

町
が
処
理
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
ご
み
を
収
集
し
焼
却
し
埋
立
処
分
す

る
費
用
が
、
年
間
に
一
億
円
以
上
か
か
っ
て

い
ま
す
。

……J
j
国
の
市
町
村
で
は
、
年
々
増
大
す

…
…
え
二
る
ご
み
処
理
費
用
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
ご

み
の
減
量
化
、

R
D
F
化
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
油
化
な
ど
様
々
な
努
力
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

齢
制
D
F
と
は
、
ご
み
を
圧
縮
固
形
化

軍
国
し
た
燃
料
で
一
般
に
は
、
生
ご
み
、

紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
木
く
ず
な
ど
が

原
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
燃
料
と
し
て

見
れ
ば
、
化
石
燃
料
の
つ
一
分
の
一
か
ら

二
分
の
一
程
度
の
カ
ロ
リ
ー
で
経
済
的

価
値
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

社
会
的
に
は
有
用
性
が
あ
り
ま
す
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
油
化
は
、
廃
棄

物
と
し
て
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
油
に
一
民
す
技
術
で
す
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
再
生
利
用
に
お
い
て
、
素
材
が
多
品

種
に
わ
た
り
外
見
だ
け
で
分
別
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
進
ま
な
い
の
に
比
べ
、

多
少
の
異
物
が
混
入
し
て
い
て
も
効
率

的
に
再
商
品
化
を
実
現
で
き
ま
す
。

J

一
一
…
一
一
一
事
油
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
つ

ヲ
ー
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
は
、
将
来

の
展
望
に
明
る
い
技
術
で
す
が
、

R
D

F
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
設

備
費
が
高
く
利
用
市
場
が
未
成
熟
な
こ

と
や
、
油
化
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
費
が
高

額
な
こ
と
、
原
料
の
廃
棄
物
が
大
量
に

排
出
さ
れ
る
都
市
部
で
し
か
実
用
的
で

な
い
た
め
に
、
長
浜
町
の
よ
う
な
小
規

模
な
町
村
で
の
導
入
は
困
難
で
す
。

た
全
国
的
に
は
、
増
大
す
る
ご
み

処
理
費
用
を
抑
制
し
、
住
民
負
担

の
公
平
化
を
図
る
手
段
と
し
て
の
ご
み

収
集
の
有
料
化
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
が
多
く
あ
り
、
有
料
化
し
て
い
な
い

市
町
村
の
ほ
と
ん
ど
も
有
料
化
を
検
討

し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

ご
み
の
排
出
量
に
関
係
な
く
税
か
ら
の

一
律
負
担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
へ
の
不

公
平
感
と
、
逼
迫
す
る
最
終
処
分
場
の

残
容
量
、
年
々
増
大
す
る
ご
み
排
出
量

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

注
目
て
浜
町
の
場
合
は
、
近
年
ご
み
排
出

事
品
量
は
日
に
見
え
る
増
加
を
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
全
体
で
見

れ
ば
、
ご
み
質
の
先
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー

上
昇
の
た
め
焼
却
能
力
の
限
界
が
近
づ

い
て
お
り
、
将
来
何
ら
か
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
分
別
収
集
の
実
施
に

施
設
整
備
が
必
要
な
こ
と
等
、
ご
み
処

豆霊堂

ごみに関する調査研究が行われる廃棄物処理対策協議会

理
経
費
の
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。
今
後
早
急
に
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
し
、
ご
み
排
出
量
の
さ
ら
な
る
削

減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
進
め
、
町

民
の
一
人
ひ
と
り
が
公
平
に
ご
み
処
理

経
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検

討
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
無
料
で
あ
っ
た
ご
み

収
集
を
有
料
化
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
そ
の
方
法
や
金

額
を
含
め
、
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ

ば
円
滑
に
進
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
有
料
化
の
目
的

や
、
有
料
化
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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長浜町長上田邦彦

収入済額

29{意随時万5

財政事情の作成及び公表に関する条例により、平成 9年

度 9月末現伝の長浜町の財政状況を公表します。

歳出の執行状況は、前年同期比 2.7%減少しています

が、金額では 1億 35 6 8万 5千円の時となっています。

歳入についても、前年同期比 5.9%減少していますが、

金額では 92 4 5万 6千円の増となっております。

〈)年度一信計執行状況 J
( 9月末現在)

亡?ゴ予算額

10 15 

% 27億8711万7千円(19億8726方円)

71意7483万5千円(41意9158万1千円)

万1千円(5億3576万2千円)

71意3497万9干円(2027万9千円)

93方1千円(4億3801万4千円)

5億550万9千円(3682万9千円) 8億1757万7千円(1億4512方5千円)

41l'J7222万4千円(3321万白千円) 51.意8603万9千円(2億7040万2千円)

21.意2732万4千円(21意2732方5千円)

21.意650万円(0千円)

5i:意4266万4千円(11意5450万5千円)

5億1685万5千円(2傍1704万円)

1億9046万1千円(4876万円) 1jj章6691万2千円(5985万1千円)

7338方7千円(2266万9千円) 1億6424万円(7320方1千円)
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財政公表

度上半期(一融会計)

行率 33m1 ~ 
陸
自
弁
弔
J

a-.》

改良が‘進む町道石堂豆柳線

凪民健康保険

掛予計額叩………1川山川川一Oωω山山4ω州山0.45釘5

γ/UO Jj収入i治高額 313，2却04折T干一円

) JI臨ヂτ藍支出j済斉額 3犯80，29渇8千円

同民健康保険直営診療所

λ~ 予算額 14.540千円

ーに町竺、 IIY入済額 1，548千円

¥寸d't.V 支出j斉額 6，029千円

老人保健

円
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ω
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日
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8
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額
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J
7
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宅

ぺ
F
眼
目
」
川
」

住
/
ベ
一
目
立
札

ι世~.~予算初 1 ， 738 ， 056千円

c.i語、電 収入済額 640，465千円

恥平抄 支出済額 656，070千円

港湾施設事業 簡易水道事業

トプ」、 予算額 57，620千円

| 出 収入済額 644千fIl
I ~ 111、
1((己主j 支出i斉額 24，195千円

円

円

円

千

千

千

4
1
ょ

の

八

U

Q

F

L

o
o
n，
G
n
u
 

ハU

『
U

F

D

門

J

t

a

A

1

n

x

u

創

出

額

額

E

済

済

i

入

出

予

収

支議
土地取得

円

円

円

千

千

千

ハ
u
n
u
n
u

ハUハUー

傾

額

額

e

e

文

円

大

円

i

入

品

予

収

支荒

11月に完成した長浜町保健センター

税別収入状況 (単位千円)

水道事業会計

工業用水道事業会計

11，日02千円

8，809千IIJ
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長浜町この 1年一一一

① ④ 

@ ⑥ 

粥願
ーフつ
くて
り

①
一
月
七
日
、
柴
地
区
で
「
親
子
で

野
草
に
羽
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
約
七
十
人
が
参
加
し
ま
し

た。
自
分
た
ち
で
集
め
た
七
草
で
作
っ
た

お
粥
を
囲
み
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願

い
な
が
ら
親
子
の
砕
を
深
め
ま
し
た
。

③ 

安
全

っ
て

1
起
工
式

②
二
月
十
八
日
、
水
族
館
跡
地
で
長

浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
起
工
式

が
行
わ
れ
、
工
事
関
係
者
ら
十
五
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
約
九
カ
月

後
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
着
々
之
工
事

が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

⑥ 

完
成

③
咋
牛
十
一
月
か
ら
、
拓
海
工
業
団

地
に
立
地
し
た
企
業
の
協
力
に
よ
り
、

通
産
省
の
補
助
を
受
け
て
旧
長
浜
中
学

校
跡
地
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
交

流
と
憩
い
の
広
場
、
沖
浦
公
園
が
完
成

し
ま
し
た
。

四ふ
れ
視
野

④ 

四
月
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、

ま
る
か
じ
り
体
験
・
な
が
は
ま
ふ
れ
あ

い
広
場
が
開
催
さ
れ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
カ

レ
!
の
手
づ
か
み
試
食
や
嵐
太
鼓
へ
の

体
験
入
門
な
ど
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
約
八
十
人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

満五
開

⑤
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
山
円
ま

で
の
五
日
問
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
二

十
四
同
さ
っ
き
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
愛
好
者
ら
が
手
堀
に
か
け
て
育
て

よ
げ
た
作
品
、
約
七
十
鉢
が
そ
の
美
し

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

...L.. 
J、

A川、mF

Zb 
力口也}

⑤
六
月
二
十
一
日
、
環
境
緑
地
か
ら

沖
浦
の
海
水
浴
場
ま
で
の
海
岸
一
帯
で
、

清
掃
等
を
行
う
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
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一一一戸一長浜町この 1年

内
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
み
や
空

き
缶
な
ど
を
拾
う
こ
と
約
一
時
間
半
、

中
・
高
生
な
ど
約
七
百
人
の
参
加
者
は
、

集
め
ら
れ
た
ご
み
袋
を
前
に
気
持
ち
の

い
い
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

⑦ 

領警翠意i欝璽璽豊富醤璽欝警官寺島監

⑩ 

七
⑦
七
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
の
二
日

間
、
町
内
の
小
学
生
三
十
五
人
が
参
加

し
、
須
沢
地
区
で
青
少
年
夏
季
キ
ヤ
ン ⑧ 

瞳謹霊童昼

⑪
 

ブ
が
開
催
さ
れ
、
共
同
で
の
食
事
や
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
新
た
な
友
情
を
は
ぐ
く
み

ま
し
た
。

つ

⑨ 

③
八
月
五
日
、
長
浜
j
=
一
田
尻
(
山

口
県
)
聞
の
航
路
を
往
復
す
る
船
上
を

会
場
に
、
「
龍
馬
ク
ル

l
ジ
ン
グ
川
瀬

戸
内
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
龍
馬
フ
ァ

ン
や
親
子
連
れ
な
ど
二
百
八
十
五
人
が

参
加
し
、
船
上
講
演
や
ク
イ
ズ
な
ど
で

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

九住
み
づ
く
り

ょ
う

⑫ 

①
九
月
十
四
日
、
今
坊
の
し
お
さ
い

広
場
で
、
第
四
回
今
坊
ふ
れ
あ
い
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
各
種
出
庖
や
ウ
ナ
ギ
の

つ
か
み
取
り
大
会
の
他
、
獅
子
舞
、
太

鼓
、
神
楽
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た。⑮
十
月
十
一
日
、
第
三
回
な
が
は
ま

探
検
隊
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
魔
女
に
さ

ら
わ
れ
た
ロ
ン
グ
ピ

l
チ
国
王
を
救
い

出
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
、
親
子

連
れ
な
ど
で
訪
れ
た
参
加
者
は
、
楽
し

い
探
検
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

文
化

⑪
十
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
の
七
日

間
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
「
日
本
画
・
書

道
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
展
入

選
作
品
を
中
心
と
し
た
日
本
画
と
書
道

の
作
品
約
三
十
点
が
展
示
さ
れ
、
私
た

ち
に
芸
術
文
化
の
一
端
を
鑑
賞
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ろ
う

⑫
十
一
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間
、

長
浜
町
中
央
公
民
館
と
長
浜
高
等
学
校

を
会
場
に
、
第
二
十
四
回
長
浜
町
生
活

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
趣
味
の
作
品
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

や
各
種
パ
ザ
I
、
餅
っ
き
、
ピ
エ
ロ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
催
し
に
、
大

勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
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お知らせ一一一一

大
洲
市

@
L
晋
多
郡
小
学
生

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の
各
小
学
校
児

章
が
描
い
た
、
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
約

百
八
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
c

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
来

場
下
さ
い
。

{
期
間
一
十
二
月
九
日
j
十
六
日
(
午

前
九
時
j
午
後
五
時
)

! 一欝暫刺刊、占鯖ミ
i 書名 著者'

'0禅寺に学ぶ 石j川川l川 i潔紫;
:0山の，心乙心、木の心心、人の心心、 かつみゆきお 1
1 0「死Jにまつわる日本語辞典 奥山 溢朗 i
: orどもの命のかけカまえのなさ 灰谷健次郎;
oプリンセス・ダイアナ 朝日新聞社編 l
o氷の淑女(上・下) シドニイ シェルダン 1
'0夫・遠藤周作を語る 遠藤順子.

お年寄りの医績は70歳:鴻寝なきJり川のホiH:t65歳)
以止岩手足{果曜に本ります

70歳(寝たきりの人は65歳)以上の全てのお年寄 V)は、現在
どんな保険に加入している人でも、老人保健でお長者きんにか

かることになります。
ただし、今まで加入している保険の被保険者または、扶養家

吹としての資格はそのままで、医療以外の給付(たとえば葬祭
貨など)は、今まで通り力I1入している保険から支払われますc
間 70歳とは?
答 70歳の誕生日が月の初日の人はその月から、誕生日が月の
途中の人は翌月から。

間寝たきりの人とはつ

答 老人保健法で規定寸る障害に該当するお年寄めです。身体

嘩害者手帳の l、 2級と 3扱(4級の一部〉に該当する65歳
以上の人で¥市町村長が認めた人のことをいし、ます。(文字

通り寝たきりの人とは限りませんのでご注意卜さい。)

こんな時はお同け下さい。

東@1r c簿守

A、B、Cの絵は左側の

どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵があります。

奇襲
審毎日
i?{&元帥:

l-J、昔 日、 8-¥t…是正

「
エ
ッ
セ
イ
」
と

「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を

募
集
し
ま
す

1
愛
媛
県

i

愛
媛
県
で
は
、
女
性
と
男
性
が
宍
に

支
え
合
い
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参

商
社
会
(
女
と
男
の
い
き
い
き
社
会
)

づ
く
り
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら

「
エ
ッ
セ
イ
」
と
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
」
を
募
集
し
ま
す

J

あ
な
売
の
身
近
な
家
庭
・
地
域
・
職

場
a

学
松
な
ど
を
、
と
れ
を
機
会
に
振

り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

{
応
募
内
容
一

一
守
一
エ
ッ
セ
イ

i
O一ア
1
マ
「
女
と
男
の

?
 
もω
 

P比
四

私
v

い
き
い
き
社
会
へ
私
の
一
歩
」

O
題
名

自
由
。

②
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・

:
Oわ
か
り
や

す
く
親
し
み
ゃ
す
い
も
の
。

{
応
募
資
格
}
愛
媛
県
内
在
住
で
年
齢

性
別
不
問
。

一
応
募
期
限
}
平
成
十
年
一
月
十
円

(
当
日
消
印
有
効
)

一
応
募
方
法
}

①
エ
ッ
セ
イ

:
O四
百
字
諸
め
尿
稿
用

紙
(
縦
書
き
)
二
枚
程
度
に
配
入
し
、

封
書
で
送
付
下
さ
い
。

O
題
名
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
、
住
所
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
、
磯
業
(
ま
た
は
学
校
名
と

…
千
年
)
を
明
記
し
た
表
紙
を
つ
け
て
下

さ
い
②
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
:
官
製
は
が
き

に
、
一
枚
に
つ
き
一
点
を
記
入
し
て
下

さ
い
。

O
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
住
所
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
(
ま

だ
は
学
校
名
と
学
年
)
を
明
記
し
て
下

さ

ρ
〈

一
そ
の
他
一

C
一
人
何
点
で
も
応
募
可
。

O
自
作
、
未
発
表
の
も
の
Q

。
人
…
佳
作

品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
0

0
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
ぜ
ん
。

一
応
募
・
お
問
い
合
せ
先
}
一
T
七
九
C

七
O
(
住
所
不
安
~
愛
媛
県
生
日
文
化

部
女
性
司
女
性
政
策
課
「
エ
ッ
セ
イ
及

び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
係
」

(
E

O
八
九
九
州
七
二
二
一
二
五
)
ま
で
。
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1
4
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
と

共
に
年
々
増
加
し
て
お
り
、
右
人
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
七
十
人
万
五
千

百
四
ト
四
円
で
前
壬
度
よ
り
二
・
三
%
、

老
人
保
健
医
療
受
給
者
数
は
一
二
・
七
%

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
楽
し
い
い
も
後
を
送
る
た
め
に

も
、
「
自
分
の
健
康
は
円
分
で
守
る
」

を
合
い
一
言
葉
に
、
若
い
内
か
ら
健
康
守
つ

く
り
に
取
り
組
み
、
重
複
受
診
や
多
受

診
の
な
い
適
正
な
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ

一一一老人医療費ほか

長浜町老人医療費の推移平成8年度長浜町の老人医療費の状況

)いH山口一年度比伸び半ご杢J件目

(万円)

70 

60 

50 

80 

院

食事寄贈

片
!|入
|施設療養費l通所
看護

入

費

40 

30 

1，941，200 
一一一一一一一一寸

5，923，163 

同
叶
1
・
:
 

同「
'f

療 養費|
(コルセット、 1 

1 柔道整復、アンマ、
マッサージ)など

i 合計

言日

20 1，560，080，327 

10 

。

1，987人

785，144円

794，886円

-年平均老人医療受給者数

-年間一人当たり老人医療費

-県平均一人当たり老人医療費
平成1年度干凪j年度

一
生
活
環
境
課
}
〈
保
健
セ
ン
タ
ー
〉

菊
地
邦
求
、
一
宵
和
子
、
原
問
雅
子
、

村
田
美
智
子
、
久
保
宏
呂
子
(
以
上
生

活
環
境
課
)

一
住
民
課
}
三
谷
鈴
美
(
生
活
環
境
課
)

※
今
同
の
異
動
に
伴
い
、
保
健
指
導
係

と
環
境
係
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、

こ
れ
ま
で
保
健
指
導
係
が
あ
っ
た
事
務

所
に
福
祉
課
が
移
転
し
ま
し
た
。

平成6年度千成』年度平成4年度

採

用

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一一寸

自戒室
、立 JIIj 
湾主」ーノL

イ呆 ホ
育 l
戸斤 ム
}白

久山
保:固
洋一
子中
「野
長ミ
j兵サ
」ー コ二
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人権作文ほか一一一

エ
イ
ズ
予
防
週
間

十
二
月
一
日
1
七
日

j
大
洲
保
健
所
j

エ
イ
ズ

(
A
I
D
S
)
と
は
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス

(
H
I
V
)
の
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
る
疾
患
で
す
。
今
年
六
月
末
現

在
の
、
日
本
の
患
者
感
染
者
(
凝
固
因

子
製
剤
に
よ
る
患
者
感
染
者
を
除
く
)

数
は
、
三
千
百
九
十
三
人
に
達
し
て
い

ま
す
。エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

お
よ
そ
六
j
八
週
間
後
に
血
液
中
に
抗

体
が
で
き
、
血
液
険
査
に
よ
っ
て
感
染

し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
保
健
所
な
ど

で
検
査
し
て
下
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
一
一
O

番
開
設

被
害
者
相
談
専
用
電
話

婦
人
警
官
や
臨
床
心
理
士
等
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が

お
話
を
聞
き
ま
す

j
愛
媛
県
警
察
本
部
j

殺
人
事
件
、
強
盗
事
件
、
通
り
魔
、

ス
ト
1
カ
ー
な
ど
の
被
宜
間
に
あ
っ
た
人

や
家
族
は
、
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
精
神
的
な
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
性
的
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た

方
は
、
警
察
署
や
交
番
を
訪
れ
る
こ
と

に
抵
抗
を
感
じ
、
被
害
の
申
告
を
た
め

ら
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
愛
媛
県
警
察
で
は
、
届
出

hγ

相
誌
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
「
被
害

者
相
談
専
用
電
話
」
(
サ
ポ
ー
ト
一
一

O
番
)
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
専
用
電
話
は
、
一
一
十
四
時
間
体

制
で
県
民
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
匿
名
で
も
結
構
で
す
の
で
、
犯
罪

の
被
害
に
悩
ん
で
い
る
方
は
ぜ
ひ
お
電

話
下
さ
い
。

@電話のご相談もお受けします

fi 089-~45-2335 (直通)

相談日 月曜から金曜午前9時半~12 時

午後 1 時~4時 40 骨(祝華己を除( ) 

O専門の相談員が親身になってご相誌に応じます
O弁護士相談日 毎週木曜日午後1時-4時

h
-
f
階
。

'

G

口

、
〆
レ
5

y
，
ピ
5

l
寸
1

-
引
一

火
火
駅
5

H
H
H
市

4

制
作
山
山
ハ
ー

一
会
ぃ
一
水
一
一
ト

一
協
主
同
出
比

一
轍
除
哲

一
軒
保
品

ム
損
古
一
目
町
粧

品民

}

I

一本

4
H川
園

事

ι白
夜
災
一
『
ゴ
且
車
両
花
査

古
宇
花
均
一

Ft
向
出
席
調

通
中
一
臥
山
段

、c吋
」
一
一
肌
八
五

-〓「
d

一

判

U

A

A

Nト

一
私
は
、
兄
弟
げ
ん
か
を
よ
く
す
る
。

一
口
げ
ん
か
だ
。
よ
く
、

一
「
パ
カ
。
」

一
と
一
百
っ
て
し
ま
う
。
す
る
と
、
お
母

一
さ
ん
が
決
ま
っ
て
言
、
っ
。

一
「
や
め
な
さ
い
。
「
パ
カ
」
と
言
、
っ

一
の
は
言
葉
の
い
じ
め
な
の
よ
。
」

一
私
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
で

一
一
百
う
一
一
一
日
が
、
と
て
も
大
き
な
一
言

一
な
ん
だ
と
思
っ
て
、
そ
の
時
は
反
省

一
す
る
け
れ
ど
、
口
が
す
べ
っ
て
、
ま

一
た
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
一
言
つ
で
し

一
ま
う
。
私
は
、

一
「
ま
た
一
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
や
ま

一
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
」

一
と
思
う
の
に
、
な
か
な
か
あ
や
ま
れ

一
な
い
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
け
ん
か
を

一
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
円
分
で
、
こ
う
い
う
白
分
は
い
や

一
だ
と
思
、
つ
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
庄

一
ら
な
い
。
時
に
は
、
相
手
が
言
っ
て

一
く
る
と
、
ま
ね
を
し
て
言
い
返
す
こ

一
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
ど

一
ち
ら
か
が
泣
い
て
、
泣
い
た
々
が
負

一
け
に
な
る
。

私
は
、
い
じ
め
を
自
分
で
は
し
た

一
こ
と
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、

一
も
う
、
言
葉
で
何
人
も
い
じ
め
た
こ

一
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分

一
で
気
づ
か
な
い
の
は
、
何
気
な
く
言
つ

一
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
時
は
、
相
子

の
気
持
ち
を
よ
く
考
え
な
い
で
一
言
っ
て

い
る
か
ら
、
自
分
で
い
じ
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か
な
い
の
だ
と
思
う
。

私
は
、
友
だ
ち
に
、

「
パ
カ
。
」

と
一
百
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
い
や
に
な
る
な
あ
。
」

と
患
、
っ
。
ひ
ど
い
時
は
、
学
校
に
行
き

た
く
な
く
な
る
。
そ
ん
な
時
は
、
明
る

い
こ
と
を
考
え
な
い
と
泣
き
そ
う
に
な

る
。
き
っ
と
友
だ
ち
も
一
一
一
一
日
わ
れ
た
ら
こ

圏彊E童薗臨調園

生
射
年間以

戸

h
U
4
l
ι雀

学
劇
/

年

葉一一一一口
「
l
s

ん
な
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
と
思
う
。
悪

口
や
い
や
み
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
あ
や
ま
っ
て
仲
な
お
り
を
し
た

ら
、
私
が
感
じ
た
よ
う
な
、
こ
ん
な
気

持
ち
に
な
る
人
は
い
な
く
な
る
と
回
ザ
つ
。

け
ん
か
を
し
て
い
る
時
、
お
母
さ
ん

に
長
一
口
わ
れ
た
、

「
や
め
な
さ
い
c

「
パ
カ
」
と
一
吉
守
つ
の

は
一
十
一
日
業
の
い
じ
め
な
の
よ
じ

と
吾
一
口
、
っ
一
言
葉
の
意
味
が
分
か
っ
た
。
あ

の
時
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
む
き
一

に
な
っ
て
私
に
一
言
っ
た
の
か
、
分
一

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
だ
か
一

ら
、
ず
っ
と
心
の
中
に
こ
の
言
葉
一

を
し
っ
か
り
と
残
し
て
お
き
た
い
。
一

こ
の
前
の
道
徳
の
時
、

「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

A
君
。
い
一

じ
め
て
い
る

B
く
ん
。
ま
わ
り
に

い
る

C
君、

D
君。

E
過
が
い
ま
一

す
。
誰
が
悪
い
と
思
い
ま
す
か
。
」
一

と
聞
か
れ
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
一

土、「
ま
わ
り
に
い
る
人
、
い
じ
め
に
一

加
わ
っ
て
い
く
人
が
悪
い
己
一

と
手
を
挙
げ
た
。
私
も
そ
う
思
つ
一

た
。
ま
わ
り
に
い
る
人
は
、
い
じ
一

め
に
加
わ
る
の
で
は
な
く
て
、
と
一

め
て
あ
げ
た
ら
、
い
じ
め
て
い
る
一

人
も
気
づ
い
て
や
め
る
と
思
う
。
一

何
げ
な
い
言
葉
で
人
を
傷
つ
け
た
一

り
、
い
じ
め
た
り
し
て
い
る
人
に
一

は
、
声
を
か
け
て
、
気
づ
か
せ
て
一

あ

げ

た

い

。

一

正
一
一
物
一

望
一
一
一
一
一
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L
E
T
Sタ
ψ
寺
シ
ゲ
一
代
表
者
西
山
晶
子

愈
五
三

l
O
三
九

O

生
活
改
善
園
泉

り
ん
ご
の
ポ
[(八
本
分
)

一
材
料
}
豚

肉

約

二

四

O
g

(ポ
l
ク
ま
た
は
も
も
)

昆
布
茶

こ
し
ょ
、
っ

一六

g
少
々

醤
油
料
理
酒

グ
ラ
ニ
ュ

l
糖

片
栗
粉

り
ん
ご

手
巻
き
海
苔

春
巻
の
皮

旬
の
野
菜

一
小
麦
粉

「
サ
ラ
ダ
油

一
作
り
方
一

(
仲
豚
肉
の
筋
き
り
・
肉
た
た
き
を
し
、

一一一一紹介コーナー

ム
宮

昆
布
本
で
こ
し
よ
う
を
し
て
尚
一
山
・
料

理
潤
で
下
味
を
つ
け
る
。

⑦
芯
と
な
る
り
ん
ご
の
下
ご
し
ら
え
を

す
る
。
り
ん
ご
を
八
等
分
に
し
て
小
指

大
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
に
整
形
を
し
、
グ

ラ
ニ
ュ

i
措
を
軽
く
ま
ぶ
す
。

⑨
子
巻
き
海
苔
の
上
に
①
で

F
味
を
つ

。，
~ 適

量
4ペシ

う付。

適少適八八一
量々宜枚枚個

台主主

け
た
豚
肉
を
置
き
、
片
栗
粉
を
軽
〈
ふ

る。④
③
の
手
巻
き
海
苔
・
豚
肉
で
②
の
り

ん
ご
を
円
筒
形
に
な
る
よ
う
に
巻
く
。

⑤
④
を
春
巻
き
の
皮
で
巻
き
、
二
ハ

O

℃
j

一
七

O
℃
の
油
で
揚
げ
る
。

⑤
⑤
を
切
断
一
凹
が
見
え
る
よ
う
に
斜
め

に
切
り
、
旬
の
野
菜
を
盛
り
つ
け
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
・
・
揚
げ
す
ぎ
る
と
芯

が
煮
え
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
ま

L
よ

、っ。頑
胡
併
ヲ
て
い
玄
ず
f

か
じ
か
コ
!
ラ
ス

(
立
日
山
輔
さ

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
今
か
ら
ト

七
年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

指
揮
を
柴
中
先
生
に
、
ピ
ア
ノ
は
藤
岡

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
目
標
は
、
も
っ
と
練
習
を

山
恨
み
、
両
先
生
の
歌
へ
の
思
い
を
一
人

一
人
が
正
確
に
表
現
で
き
れ
ば
:
と
い

う
こ
と
で
す
。
「
暗
譜
を
し
て
、
先
牛

の
顔
を
見
て
歌
、
つ
よ
う
に
し
よ
う
」
と

頑
長
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
大
変

で
す
。
会
員
は
中
高
年
が
大
多
数
で
、

刀
に
二
回
で
ほ
前
回
の
分
を
忘
れ
て
し

ま
う
ん
で
す
。

練
習
で
は
、
よ
く
鼻
濁
音
を
指
摘
さ

れ
ま
す
が
、
美
し
く
挫
す
く
言
葉
と
表
現

力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
、
男
性
四
人
を

含
め
一
生
懸
命
励
ん
で
い
ま
す
。

先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
ご
指
導
は

と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

ま
た
、
年
間
で
は
合
唱
祭
り
や
芸
能

発
表
会
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
出
演
し
、

陳
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

{
連
絡
先
一
東
秀
行
(
上
老
松
・
五
一
丁

一
五
八

O
)

{
練
習
日
}
毎
月
第
一
一
了
第
四
木
曜
日

(
午
後
八
時
j
九
時
)

一
練
習
場
所
一
柴
小
学
校
体
育
館

{
会
員
一
一
束
秀
行
、
井
内
禎
子
、
後
藤

七
保
美
、
鈴
木
富
子
、
尾
上
礼
子
、
岡

本
美
恵
子
、
菊
地
寛
、
藤
同
貴
美
子
、

河
内
関
子
、
下
回
美
法
、
柴
中
雪
子
、

窪
美
恵
子
、
鎌
田
厚
子
、
大
西
一
子
、

遠
香
文
昭
、
岡
田
睦
子
、
西
宮
幸
子
、

小
野
イ
ワ
ヨ
、
同
旧
了
子
、
上
田
喜
義かじかコーラスの皆さん
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老
い
も
若
き
も
よ
l
い
ド
ン
f

ー
コ
一
世
代
交
流
運
動
会

1

十
月
十
四
日
、
白
滝
保
育
所
で
二
一
世

代
交
流
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
白
滝
保

育
所
園
児
や
白
滝
婦
人
会
員
、
老
人
ホ
ー

ム
白
山
園
入
国
者
の
皆
さ
ん
ら
約
百
二

十
人
が
参
加
し
た
。

地
域
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
よ
う
と

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
運
動
会
。

秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
日
差
し
の
下
、
園

児
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
か
け
っ
こ
、

お
年
寄
り
と
の
ゲ
1
ム
感
覚
の
楽
し
い

競
技
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
た
。

巨
大
か
か
し
現
る

ー
柴
小
児
童
ら
が
制
作
1

十
月
二
十
一
日
、
柴
の
山
中
高
光
さ

ん
所
有
の
田
ん
ぼ
に
、
巨
大
か
か
し
が

お
目
見
え
し
た
。

~ 

i斗{k;o

22のユニークな顔をした巨大かかし

子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
愛
す
る
心
を

培
っ
て
も
ら
お
う
と
、
山
中
さ
ん
が
収

穫
後
の
田
ん
ぼ
を
利
用
し
て
、
幅
約
一
一

十
円
高
さ
約
三

m
の
稲
木
を
も
と
に

作
ら
れ
た
こ
の
か
か
し
。
顔
に
当
た
る

部
分
は
柴
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
担

当
し
、
動
物
や
天
狗
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
、
そ
の
愉
快
な
表
情
で
道

行
く
人
を
立
ち
止
ま
ら
せ
て
い
た
。

個
性
あ
ふ
れ
る

町
"
つ
く
り
を
目
指
し
て

1
生
涯
学
習
を
進
め
る

町
民
の
つ
ど
い

1

十
月
二
十
五
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で 楽しいひとときを過ごした三世代運動会

第
五
回
生
涯
学
習
を
進
め
る
町
民
の
つ

ど
い
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
教
育
関
係

者
、
各
種
団
体
代
表
者
ら
約
二
百
五
十

人
が
参
加
し
た
。

学
習
を
通
し
て
、
個
性
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
こ
の
つ
ど
い
。
開
会
式
の
後
、
独

自
の
活
動
を
続
け
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

演
奏
グ
ル
ー
プ
「
ウ
イ
ン
ド
リ
ン
グ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
し
ば
し
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
調
和
の
と
れ
た
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

休
憩
を
挟
み
、
愛
媛
県
生
涯
学
習
推

進
講
師
の
藤
原
喜
久
利
先
生
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。
学
校
教
育
の
重
要
性

と
体
験
重
視
教
育
の
必
要
性
、
町
民
自

ら
が
進
め
る
生
涯
学
習
の
町
づ
く
り
の

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
話
に
、
参
加

者
は
深
く
う
な
ず
き
な
が
ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

直

担
率国
?亙

手話通訳と共に行われる藤原先生の講演

秋
の
夜
月
が
だ
ん
だ
ん
太
っ
て
く

三

年

坂

本

辰

彦

コ
ス
モ
ス
の
中
で
お
昼
だ
早
く
来
て

三

年

篠

原

加

奈

ど
ん
ぐ
り
は
秋
に
顔
出
す
も
の
な
ん
だ

四

年

岩

本

由

移

タ
ぐ
れ
の
稲
ほ
に
や
す
む
赤
と
ん
ぼ

四

年

大

野

理

恵

山
の
木
々
赤
や
黄
色
に
衣
が
え

五

年

小

川

禅

母
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
へ
行
き
く
り
ひ
ろ

い

五

年

尾

崎

睦

尚

か
ら
す
う
り
夕
日
み
た
い
に
真
っ
赤
だ

な

六

年

田

淵

恵

赤
と
ん
ぼ
夕
焼
け
空
に
現
れ
た

六

年

高

浮

裕

希

コ
ー
ヒ
ー
を
母
が
運
ん
だ
秋
の
夜

六

年

水

本

稔

ふ
る
さ
と
の
夕
焼
け
空
は
日
本
一

六

年

玉

井

真

央

H

戒
川
小
学
校
H

ど
ん
ぐ
り
が
山
か
ら
こ
ろ
こ
ろ
お
ち
て

く

る

二

年

久

保

智

裕

き
く
の
花
ぱ
っ
と
ひ
ら
い
て
ゆ
れ
て
い

二

年

宮

下

友

里

る

茶
色
の
葉
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と
ま
い
落
ち

る

三

年

字

都

宮

静

香

カ
キ
の
実
が
つ
や
つ
や
光
っ
て
き
れ
い

だ

な

四

年

宮

下

法

子

ど
ん
ぐ
り
の
中
か
ら
虫
が
出
て
き
た
よ

四

年

二

宮

諒

多

冬
が
来
て
ね
こ
が
こ
た
つ
で
丸
く
な
る

五

年

宇

都

宮

悠

一

ク
リ
ス
マ
ス
サ
ン
タ
が
屋
根
に
降
り
て

来

る

五

年

久

保

智

恵

粉
雪
が
さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
霧
い
降
り
る

六

年

二

宮

ま

ど

か

冬
の
精
雪
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
来
た

六

年

二

宮

麻

希

か
き
の
実
が
真
っ
赤
に
熟
れ
て
お
い
し

そ

う

六

年

二

宮

光

川
町
矢
野
大
樹
君
ら
髄
勝
糊

紬

5
町
内
小
道
陣
上
腕
笑
ん
で
博

十
月
十
四
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

号

一
六
十
旦
①
矢
野
大
樹
(
長
浜
)
9

秒
3
②
林
田
雅
弘
(
長
浜
)
9
秒
7
③

大
瀧
恭
平
(
長
浜
)
9
秒
8

一百

m
一

①
大
橋
広
治
(
長
浜
)
日
秒
9
②
窪
元

裕
(
柴
)
日
秒
6
③
後
藤
良
太
(
喜
多

瀧
)
日
秒
2

一
六
十

m
ハ
!
ド
ル
一
①

窪
元
裕
(
柴
)
叩
秒
6
②
矢
野
大
樹
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凹
固たれわ一丁中

一

の

一

風

三

寒

白
石
陽
子
(
白
滝
)
日
秒
1
③
大
田
恵

(
長
浜
)
日
秒
3
③
池
浦
友
美
(
長
浜
)

日
秒
4

士
八
十

m
ハ
ー
ド
ル
一
①
小
四

円
(
長
浜
)
同
秒
9
②
ニ
{
円
絵
理
(
長

日
甘
い
)
日
秒
2
一
④
津
田
真
希
(
長
浜
)
日

士ハ

+
m一
①
小
西
円
(
長
浜
)
9
秒

秒

8

一
走
り
幅
跳
び
一
①
稲
津
知
子

6
②
白
石
陽
子
(
白
滝
)
9
秒
8
③
高
(
長
浜
)
3
m
同
②
松
岡
歩
(
長
浜
)

須
賀
彩
(
大
和
)
叩
秒
0
{
百

m
一
①

3
m
m③
二
宵
麻
希
(
戒
川
)
3
m
M

二

船

強

い

意

志

を

持

ち

、

健

康

で

す

く

す

く

と

育

っ

て

ほ

し

一

目
指

-H
い
と
の
願
い
を
込
め
て
「
削
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
一

E

U

Y

/

1

¥

、

一

回
総
九
ス
ポ
ー
ツ
欝
麟
閥
f
一一芳

f
阿

蘇

欝

難

輔

臨

酷

麟

鱗

繁

)

ム

シ

ぬ

れ

一

一説

J

好

き

で

、

活

機

議

離

醸

欝

f

一
ぷ
ご
ま
一

日
ゃ
発
な
誰
に
も
骸
韓
関
穴
、
j
u
ι
:
性
一

三

ち

好

か

れ

る

人

圏

一

べ

J

J

ふ

一

一

凶

一

)

し

l
j
?
一
亡
、
ノ
了
主
購

J

…www
紘
一
J
J
V

泰

一

山

月

一

ょ
同
仰
し
?
?
イ
て
い
麟
醐
誠

y
h
d
ι

れ

ρ

ムロ一

忠

っ

し

い

と

思

い

輔

週

齢

配

除

隊

¥

み

酎

庄

一

一
J

総

曜

時

端

磯

描

掴

掴

薗

闘

酷

臨

磁

類

、

一

「

詔

Q
U
自

国

獄

ま

す

。

一

)

ず

し

字

麟

輯

繍

轍

輔

欝

4

成
一

一一
m

…
ア
欄
鞠
輯
麟
購
J

r

i

一
平
一

回
時
唱
ふ

ω

E

(父
H
徹
さ
ん
・
母

H
ひ
と
み
さ
ん
)

(
長
浜
)
叩
秒
7
③
坪
井
泣
(
櫛
生
)

日
秒
1
一
走
り
幅
跳
び
一
①
大
橋
広
治

(
長
浜
)
3
m
m
m一
⑥
沖
、
水
孝
一
(
長
浜
)

3
m
必
③
二
宮
礼
憲
(
大
和
)
3
m
却

{
走
り
高
跳
び
}
⑦
古
田
仲
(
喜
多
灘
)

1
m
お
②
神
崎
期
土
(
長
浜

)
1
m
お

①
流
込
真
二
(
櫛
生

)
l
m
m
一
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
}
①
高
岡
宏
光
(
長
浜
)

日
m
お
②
犬
山
朔
平
(
長
浜
)
日

m
u山

一
芯
津
井
遼
(
櫛
生
)
川
町
4

一
四
百

m

リ
レ
|
}
①
長
浜
(
大
橋
矢
野
・
林

旧
・
高
岡
)
臼
秒
ら
(
宙
開
生
(
揮
井
・

白
井
・
流
込
・
西
内
)
臼
秒
7
③
喜
多

難
(
後
藤
・
宮
山
・
松
浦
・
坂
本
)
前

秒
0t友

予

一一一一表彰。一歳です

石山

{
+
定
り
高
跳
び
一
∞
同
山
真
美
(
長
民
)

1
m
刀
②
丸
井
佳
苗
(
長
浜
)
1
m
u
H

③
徳
山
絵
里
(
白
滝
)
l
m
5
一
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
}
①
村
田
中
立
十
(
長
浜
)

羽

m
お
②
矢
野
一
冗
絵
美
(
長
浜
)
町
村

m

担
③
久
保
智
恵
(
戒
川
)
臼

m
M
一四

百

m
リ
レ
i
一
①
長
浜
(
小
西
・
二
{
甲
山
。

松
岡
・
太
田
)
臼
秒
1
⑦
桶
生
(
浜
田
・

玉
井
・
兵
多
・
菊
地
)
訂
秒
9
一
④
大
和

(
高
須
賀

-n野
・
松
築
-
稲
田

)ω

秒
6

M
M

大
橋
広
治
君
ら
優
勝
桝

級

品

内

小

学

校

開

上

競

技

さ

ら

桝

L
開

十
月
二
十
四
日
、
肱
川
町
で
都
内
小

学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

予

一百

m
一
①
大
橋
広
治
(
長
浜
)
日
秒

8
一
走
り
幅
跳
び
一
③
大
橋
広
治
(
長

浜
)
4
m
口
一
+
定
り
高
跳
び
一
②
{
巴
出

伸
(
喜
多
灘
)
1
m
U
{
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
}
③
高
岡
宏
光
(
長
浜
)
日

m

崎
一
四
百

m
リ
レ
l
}
③
長
一
浜
(
大
橋
・

矢
野
・
林
田
・
白
河
)
印
秒
7

女

手

一
百
平
③
二
宮
絵
理
(
長
浜
)
日
秒

4

一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
一
①
二
宮
絵
理

(
長
鋲
)
刊
秒
6
一
走
り
幅
跳
び
}
②

稲
津
知
子
(
長
浜
)
o
u
m
打
{
ソ
フ
ト

日
一
小
!
ル
投
げ
}
①
村
田
幸
(
長
浜
)
羽

田
日麟
+
東
寛
光
さ

批
愛
媛
県
身
体
障
害
者
団
体

帥

連

合

会

長

一

一

日

彰

議

1
更
生
援
護
功
労
に
よ
り

1

鞭
九
月
十
四
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
第
八
回
愛
媛
県
身
体
嘩
存
者
福
祉
推

進
大
会
に
お
い
て
、
長
浜
の
い
束
寛
光
さ

ん
(
八
三
)
は
、
更
生
援
護
功
労
者
と

し
て
愛
媛
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

爆

植

地
山
口
ミ
ツ
子
さ
ん
ら
略

拠

四

人

が

受

賞

桝

制

1
社

会

福

祉

向

上

料

品

な

ど

の

功

績

に

よ

り

1

帯

数

日

新

十
月
二
十
九
日
、
松
山
市
で
聞
か
れ

た
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、
地

賊
の
社
会
福
祉
向
上
に
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

一
日
間
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
}
民
生

児
草
委
員
功
労
者
:
コ
山
U
ミ
ツ
子
(
出

海
。
六
八
)
、
社
舎
一
福
祉
施
設
功
労
者
:
・

萩
森
理
慧
子
(
八
幡
浜
市
・
五
五
)
、

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〈
個
人
〉

a:
尾
上

千
代
子
(
下
額
戒
・
七
回
て
優
良
事

務
従
事
者
:
・
池
田
千
代
(
長
一
次
・
四
八
)

声詳司宇都帯電F有害帯電量

癖

瀧

繍
船
津
喜
久
田
計
さ
ん
時

制
厚
生
大
臣
表
彰
受
賞
制

蹴
ふ
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
僻

説

明

酬

の

功

杭

に

よ

り

ら

都

議

離
こ
の
た
び
、
長
浜
の
船
浮
喜
久
男
さ

ん
(
七
O
)
は
、
三
十
四
年
余
り
に
わ

た
り
毎
月
一

j

ニ
回
白
山
閏
を
訪
問
し
、

入
園
者
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
一
奉
仕
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
功
結
に
よ
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
四
日
、
役
場
町
長
室
で
そ
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
八
幡
浜
地
方
向
の

鈴
本
地
域
福
祉
課
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
き
れ
ま
し
た
υ

賞状を受けられる船津さん(右)
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主主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
手主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
主主
手主
主主
主主
主主
主左
手主
主主
手主
主主
主主

平成 9年12月号

;白滝絵ぽbiき沼ルターナレ

備)岸本印刷印刷平成 9年12月l日発行広 報なが はま

発表のものに限ります。
0入賞作品の版権は主催者に
帰属します。
0応募作品は返却しません。
【発表】平成 10年 3月上旬、
入賞者に直接通知します。
【応募先・お問い合せ】
〒799-34愛媛県喜多郡長浜

町大字白滝甲 185: 
白滝フロンテイア青
年会事務局(別宮康
夫)宛(包0893-54-
0565) 
白滝フロンテ イア青
年会 (ホームページ
アドレス :http: / 
/ www.bekkoame. 
or.jp/-uemitSt〆)

(当日消

50 

名

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保
護
者
名

白長

滝浜

川瀬
ふ久 川

J恥保
，併時 f右す智ち

‘捌!闘争穂ほ
<4i¥V 明幸
' 宏司

お
〈
や
み

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

亮

亡

時

年
齢

久坊

小田井丸字谷山平
者E

中上山宮 淵 下岡

武
利
(
七
五
)

嘉
一
(
七
二
)

丹
次
郎
(
九
九
)

興
市
(
九
四
)

米
三
郎
(
八
五
)

ト
ラ
ヨ
(
九
六
)

亀
雄
(
八
三
)

贋

光

(

七

二
)

主主 --圃圃圃h

主主 4・哩軍事・-
h・E宣言ヱヨE
泳ヨ.，~也a・・・v松司

全 【応募方法】
手 Oはがきの裏面に、白滝公国
主主 にちなんだ絵を描いて下さい。
捗 Oはがきの表面に、住所、氏
捗名、年齢、電話番号を記載し
撃 で下記までお送り下さい。
立 【締め切り】
恭平成9年 12月 31自
主主 印有効)
#: 【賞】
学 0最優秀賞 l点…賞
主金 3万円と平成 10
手年白滝記念はがきの
主主 図案に採用。
主主 O佳作2点 …賞金 5
#千円。
ft 【細則l* 0応募作品数に制限
主主 はありませんが、来
事主

結

婚

戸斤

氏

今月のトップは高橋直人さん
-明殺さんのカップル

恵二栄毅枝人

仁白仁長 出 柴仁今

久滝久浜海

島

長

浜

山
形
県

白

滝

戒

川

肱
川
町

今

坊

宮村 西 木新高

田上岡下藤橋

明直実勇末

今年も師走を迎 えて気忙しくなっ

た中で、ふと青春時代のいろいろ

なことが恩u、浮かんだ。その中で、

昭和11年の二つの出来事は、私に

とって忘れがた'-"0

一つは、12月10日、当時42歳の

英国王エドワード8世が、王位の

放棄を宣言して世界中を驚かせた

ことで、筆者が旧制中学5年生の

時である。王位を棄ててまでの恋

愛に誰もが肝をつぶしたが、青春

期の筆者には、まさに恋愛の真面

目を叩 き付けられたような衝撃と

なったのである。

もう一つは、皇道派の青年将校

たちの走塁こした クーデタ ー 2. 2 

6事件である。 2月27日の朝学校

へ行くと、朝礼の時間に、校長よ

り先に配属将校が朝礼台に跳び上

がって、いきなり 「昨日の事件に

ついては、お互いに話し合っては

ならぬ。」と厳 し く命じた。筆者

は、その日の朝刊で、皇道派の青

年将校21人が下士宮・兵約1400人

を指揮して、午前5時一斉に政府

首脳や重臣をその官邸や私邸に襲

撃し、多数を殺傷したことを知っ

てはいたが、配属将校の命令の真

意は分からなかった。

それに しても、この二つの事件

は自分の耳目に直接触れた報道だ

けに、終生忘れ得ない。

皆様、そろって良き新年をお迎

え下さい。

一
訂
正
:
・本
紙
十

一
月
号
四
ペ

ー
ジ
の
長
…

…
浜
町
議
会
構
成
表
で
、
山
鳥
坂
ダ
ム
調

一

一
査
対
策
特
別
委
員
会
の
議
員
名
中
、
上
一

一
満
武
議
員
は
惣
谷
夫
二
郎
議
員
の
誤
り
一

一
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

10月末現在 前月との比較

10，404人
人 口 (男 4，914人) (男13人減)

女 5，490人 女10人減

世帯数 3，681世帯 4世帯減

帯世口人


